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北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定
と
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

の
取
り
組
み

　

正　

木　

浩　

司

１
．
条
例
制
定
に
至
る
検
討
の
プ
ロ
セ
ス

　

⑴　

検
討
の
始
ま
り

　

道
（
北
海
道
庁
）
に
お
い
て
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る

議
論
や
取
り
組
み
が
始
ま
る
発
端
に
つ
い
て
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

二
〇
二
一
年
六
月
の
「
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
有
識
者
会

議
」
の
発
足
に
先
立
っ
て
、
道
に
お
い
て
は
、
昨
今
の
ケ

ア
ラ
ー
問
題
の
社
会
的
背
景
や
、
ケ
ア
ラ
ー
に
生
じ
る
課

題
に
対
し
て
、
福
祉
・
教
育
・
経
済
部
局
等
の
庁
内
会
議

を
設
置
し
、
横
断
し
て
の
会
議
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
庁
内
会
議
は
、
道
議
会
の
会
議
録
に
照
ら
す

と
、「
道
教
委
及
び
庁
内
関
係
部
局
が
情
報
共
有
す
る
た

め
の
連
携
会
議
」（
二
〇
二
一
年
六
月
一
八
日
、
鈴
木
直

道
知
事
の
発
言
）
を
指
し
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
二
〇
二
一

年
二
月
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
同
年
六
月
以
降
、
道
議
会
で
ケ
ア
ラ
ー
支
援

は
じ
め
に

　

高
齢
の
親
や
障
害
を
も
つ
子
ど
も
な
ど
、
生
活
上
何
ら

か
の
助
け
を
必
要
と
す
る
人
を
無
償
で
介
護
・
介
助
す
る

家
族
な
ど
を
、
年
齢
や
対
象
を
問
わ
ず
「
ケ
ア
ラ
ー
」
と

一
括
し
、
自
治
体
が
条
例
を
制
定
し
て
公
的
に
支
援
す
る

取
り
組
み
が
日
本
国
内
で
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
自

治
体
が
制
定
す
る
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
は
、
二
〇
二

〇
年
三
月
三
一
日
に
埼
玉
県
で
国
内
第
一
号
の
条
例
が
施

行
さ
れ
て
以
降
、
全
国
的
に
増
加
を
続
け
て
い
る
（
付
表

１
）。
道
内
で
は
、
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
施
行
の
栗
山

町
条
例
を
初
例
と
し
、二
〇
二
一
年
一
二
月
に
浦
河
町
が
、

二
〇
二
二
年
四
月
に
北
海
道
が
、
同
様
の
条
例
を
施
行
す

る
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
北
海
道
で
は
、
条
例
制
定
の
前
段
で
、
ま
ず

道
内
の
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
の
検
討

を
経
た
上
で
、条
例
の
制
定
に
こ
ぎ
着
け
た
経
緯
が
あ
る
。

実
態
調
査
の
調
査
項
目
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
二
〇

二
一
年
六
月
に
発
足
さ
せ
た
「
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
有

識
者
会
議
」
で
も
検
討
が
行
わ
れ
、そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

栗
山
町
を
含
む
道
内
自
治
体
の
関
係
者
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援

の
実
践
者
、
福
祉
団
体
の
関
係
者
、
労
働
組
合
の
関
係
者
、

研
究
者
ら
が
選
ば
れ
、
条
例
制
定
後
も
活
動
を
継
続
し
て

い
る
。

　

筆
者
は
二
〇
二
二
年
七
月
二
一
日
、
有
識
者
会
議
で
座

長
を
務
め
る
一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
理
事
の

中
村
健
治
氏（
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
・

地
域
共
生
社
会
推
進
部
長
）
を
訪
ね
、
条
例
制
定
に
至
る

有
識
者
会
議
で
の
議
論
や
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
、
北
海
道
条

例
の
概
要
・
特
徴
、
条
例
に
関
わ
る
北
海
道
社
会
福
祉
協

議
会
の
活
動
と
そ
の
実
施
体
制
、
今
後
の
課
題
や
展
望
な

ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
知
見
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
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も
し
く
は
同
条
例
に
関
す
る
質
問
が
各
会
派
か
ら
幾
度
も

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、道
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
情
報（
ケ

ア
ラ
ー
支
援
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
に
先

立
つ
二
〇
二
一
年
春
と
い
う
時
期
は
、
国
に
よ
る
初
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
全
国
調
査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
、「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
中
２
の
５
・
７
％
／
４
割「
ほ
ぼ
毎
日
」」（『
毎

日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
四
月
一
三
日
付
）
な
ど
と
報
じ
ら

れ
る
一
方
、
栗
山
町
で
市
町
村
と
し
て
は
全
国
初
の
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
が
制
定
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が

質
問
の
背
景
と
し
て
あ
る
こ
と
が
議
事
録
か
ら
は
う
か
が

え
る
。

　

以
上
の
動
き
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
道
に
お
け
る
ケ

ア
ラ
ー
支
援
へ
の
取
り
組
み
は
、
国
や
道
内
市
町
村
あ
る

い
は
他
県
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
ま
ず
庁
内
で
の
情
報
共

有
が
二
〇
二
一
年
二
月
頃
か
ら
始
め
ら

れ
、
同
年
六
月
以
降
に
、
議
会
か
ら
も
背

中
を
押
さ
れ
る
か
た
ち
で
議
論
や
調
査
へ

の
取
り
組
み
が
加
速
し
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。

　

後
述
す
る
と
お
り
、
知
事
が
北
海
道
と

し
て
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定
を
め
ざ

す
と
明
言
す
る
の
は
二
〇
二
一
年
九
月
半

ば
の
こ
と
で
あ
り
、
条
例
制
定
へ
の
検
討

は
こ
の
知
事
発
言
を
足
が
か
り
に
し
て
急

速
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

⑵　

有
識
者
会
議
の
発
足

　
「
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
有
識
者
会
議
」

（
以
下
、
有
識
者
会
議
）
は
二
〇
二
一
年

五
月
二
七
日
、「
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援

有
識
者
会
議
設
置
要
綱
」
の
施
行
に
よ
り

設
置
さ
れ
、
同
年
六
月
二
八
日
に
第
一
回

会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
会
議
は
二
〇
二

一
年
度
に
八
回
開
催
さ
れ
、
条
例
施
行
後

の
二
〇
二
二
年
度
も
活
動
は
継
続
中
で
あ
る
。

　

有
識
者
会
議
は
、
条
例
制
定
を
前
提
と
し
、
こ
れ
に
関

す
る
議
論
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
道
と
し
て
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
道
内
の
実
態

を
把
握
し
た
い
と
の
意
向
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応

し
て
質
問
票
の
項
目
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
発

足
当
初
の
有
識
者
会
議
の
主
た
る
役
割
で
あ
っ
た
。

　

有
識
者
会
議
の
議
事
録
を
見
る
と
、
第
二
回
（
二
〇
二

一
年
七
月
一
六
日
）、
第
三
回
（
同
七
月
二
六
日
）
で
は

道
作
成
の
質
問
票
案
等
を
検
討
し
、
調
査
の
実
施
（
実
施

期
間
：
二
〇
二
一
年
七
月
下
旬
～
八
月
下
旬
）
を
経
て
、

調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
後
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
会
議

（
同
九
月
一
五
日
）、
第
五
回
会
議
（
同
一
〇
月
二
六
日
）

で
は
、
調
査
結
果
を
も
と
に
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

　

⑶　

ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査

　

ア　

調
査
方
法

　

道
に
よ
る
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
は
、二
〇
二
一
年
夏
に
、

以
下
の
二
つ
の
区
分
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。す
な
わ
ち
、

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
世
話
し
て
い
る
ケ
ア
ラ
ー
等
」（
ケ

ア
ラ
ー
全
般
）
と
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
で
あ
る
。
実
施

期
間
は
、
前
者
が
二
〇
二
一
年
七
月
二
七
日
～
八
月
二
六

日
、
後
者
が
同
七
月
二
九
日
～
八
月
二
七
日
と
、
同
時
期

に
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
。
数
値
を
出
す
こ
と
よ
り
も
、

＜付表１＞　国内のケアラー支援条例の制定状況（2022年10月14日現在）
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＜付表２＞　道のケアラー支援の取り組み・略年譜（2022年11月現在）
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当
事
者
の
声
を
捉
え
る
こ
と
が
よ
り
重
視
さ

れ
た
調
査
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

調
査
票
の
配
付
対
象
の
選
定
方
法
や
回
答

の
回
収
率
な
ど
は
付
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

調
査
対
象
に
、
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
前
者
で
は
相

談
支
援
機
関
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

特
定
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
、
生
活
困
窮

者
自
立
相
談
支
援
事
業
所
）、
後
者
で
は
公

立
中
学
校
・
高
校
お
よ
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
も
加
え
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。

　

相
談
支
援
機
関
を
調
査
対
象
に
加
え
た
の

は
、
当
事
者
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識

の
違
い
が
あ
る
か
探
る
た
め
、
ま
た
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
当
事
者
を
中
学
二
年
生
と
高

校
二
年
生
に
限
定
し
た
の
は
、
前
出
の
国
の

全
国
調
査
の
対
象
に
合
わ
せ
て
、
結
果
を
比

較
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

イ　

調
査
結
果
の
概
要

　

道
の
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
詳
細
に

は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
時
に
提

供
さ
れ
た
資
料（
１
）で
強
調
さ
れ
て
い
た
諸
点
を

以
下
に
引
用
し
て
紹
介
す
る
。

○　

ケ
ア
ラ
ー
全
般

・　

高
齢
者
対
象
の
ケ
ア
ラ
ー
は
「
子
ど
も
」
と

「
配
偶
者
」、
障
が
い
者
対
象
の
ケ
ア
ラ
ー
は
「
父
母
」
の
割

合
が
高
い
。

・　

高
齢
者
へ
の
ケ
ア
の
内
容
は
「
家
事
援
助
」、
障
が
い
者

へ
の
ケ
ア
の
内
容
は
「
体
調
管
理
」
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
多
い
。

・　

一
日
当
た
り
の
ケ
ア
時
間
は
、
高
齢
者
対
象
で
は
「
一
時

間
以
上
三
時
間
未
満
」
が
、
障
が
い
者
対
象
で
は
「
九
時
間

以
上
」
が
最
も
多
い
。

・　

ケ
ア
ラ
ー
自
身
の
悩
み
は
、
い
ず
れ
も
「
自
分
自
身
の
こ

と
」
が
最
も
多
い
。

・　

自
分
の
た
め
の
時
間
を
全
く
と
れ
て
い
な
い
ケ
ア
ラ
ー

は
、
い
ず
れ
も
約
二
〇
人
に
一
人
い
る
。

・　

緊
急
時
に
代
わ
り
に
ケ
ア
し
て
く
れ
る
人
に
つ
い
て
、

「
自
分
の
子
ど
も
」
と
回
答
し
た
人
は
、
高
齢
者
対
象
の
ケ

ア
ラ
ー
で
は
二
五
・
七
％
、
障
が
い
者
対
象
で
は
一
七
・
六
％

に
上
っ
た
。「
誰
も
い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
、
前
者
で

は
約
五
人
に
一
人
、
後
者
で
は
約
六
人
に
一
人
と
い
う
結
果

だ
っ
た
。

○　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

・　
「
自
分
が
世
話
を
し
て
い
る
家
族
が
い
る
」
と
回
答
し
た

人
は
、
中
学
生
で
三
・
九
％
、
全
日
制
高
校
生
で
四
・
五
％
、

定
時
制
高
校
生
で
四
・
五
％
の
割
合
。
全
体
と
し
て
、
二
五

人
に
一
人
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
結
果
。

・　

ケ
ア
の
対
象
者
は
、
中
高
生
と
も
に
「
き
ょ
う
だ
い
」
が

最
多
、
高
校
生
で
は
「
祖
父
母
」
と
「
父
母
」
が
相
対
的
に

高
ま
る
。

・　

世
話
の
頻
度
が
「
ほ
ぼ
毎
日
」
と
の
回
答
者
が
、
中
学
生

で
は
約
六
割
、
高
校
生
で
は
約
五
割
を
占
め
た
。

＜付表３＞　道のケアラー実態調査の対象者選定方法と調査票回収率
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に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
今
回
の
調
査
結
果
と
と
も
に
、
道
民
の
皆
様
の

理
解
が
深
ま
り
、
意
識
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
、
条
例
制
定
に
向

け
た
プ
ロ
セ
ス
も
共
有
を
し
な
が
ら
、
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
尊
重

さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
る
べ
き
と
い
っ
た
基
本
理
念
や
道
の
責
務
、

関
係
機
関
の
皆
様
の
役
割
な
ど
を
内
容
と
し
た
、
ケ
ア
ラ
ー
を
支

援
し
て
い
く
た
め
の
条
例
を
年
度
内
に
取
り
ま
と
め
、
令
和
四
年

四
月
か
ら
施
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、
道
と
し
て
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
を
早
急
に
検
討
し
、

こ
の
条
例
の
下
、
道
民
の
皆
様
が
心
を
一
つ
に
し
、
ま
た
、
先
駆

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
栗
山
町
や
、
現
在
、
独
自
調
査
を
予
定
し

て
い
る
札
幌
市
な
ど
を
含
め
た
オ
ー
ル
北
海
道
で
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
取
組
を
進
め
、
ケ
ア
ラ
ー
と
そ
の
御
家
族
の
方
々
に
優

し
い
地
域
社
会
を
実
現
し
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
第
七
回
有
識
者
会
議
（
二
〇
二
二
年
二
月
一

〇
日
）
で
の
議
論
を
経
て
、
条
例
案
は
二
〇
二
二
年
二
月

二
五
日
に
道
議
会
（
令
和
四
年
第
一
回
定
例
会
）
に
提
出

さ
れ
、同
三
月
二
四
日
を
も
っ
て
原
案
可
決
さ
れ
た
。「
北

海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
北

海
道
条
例
第
二
号
）
は
、
公
布
日
の
翌
日
（
四
月
一
日
）

か
ら
施
行
と
な
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
の
条
例
は
全
国
で
制
定
九
例
目
で
あ
り
、
都
道

府
県
で
は
埼
玉
県
、
茨
城
県
に
次
い
で
三
例
目
、
道
内
で

は
栗
山
町
、
浦
河
町
に
次
い
で
三
例
目
に
な
る
。
な
お
、

都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
制
定
し
た
三
道
県
の
う
ち
、
二
県
の

条
例
案
が
議
員
提
案
で
あ
る
の
に
対
し
、
北
海
道
だ
け
は

・　

一
日
当
た
り
の
ケ
ア
時
間
は
、
中
学
生
で
は
「
三
時
間
未

満
」
が
最
多
、高
校
生
で
は
「
日
に
よ
っ
て
違
う
」
が
最
多
。

・　

学
校
生
活
へ
の
影
響
等
は
、「
自
分
の
自
由
に
な
る
時
間

が
な
い
」
が
約
二
割
を
占
め
、「
友
だ
ち
と
遊
ぶ
時
間
が
と

れ
な
い
」
と
「
勉
強
時
間
が
と
れ
な
い
」
が
そ
れ
ぞ
れ
約
一

割
を
占
め
た
。

・　

約
九
割
が
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
認
知
し

て
い
な
い
。

・　

学
校
と
し
て
「
特
別
な
対
応
は
し
て
い
な
い
」
が
約
六
割

を
占
め
た
。

　　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
の
全
国
調
査
の
結
果
な
ど
と
比
べ

て
、
北
海
道
特
有
の
傾
向
な
ど
が
あ
っ
た
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
大
き
な
差
は
無
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
う
る
存
在
は
以
前
か

ら
社
会
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
現
在
に
お
い
て
殊
更

に
ケ
ア
ラ
ー
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
少
子
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
る
な
か
で
、
核
家
族
化
（
家
族

構
成
員
の
数
の
減
少
、
形
態
の
全
国
平
準
化
）
や
人
口
減

少
の
進
行
に
伴
う
「
家
庭
内
で
の
介
護
力
の
低
下
」
お
よ

び
「
地
域
に
お
け
る
住
民
間
の
互
助
の
弱
体
化
」
の
同
時

進
行
と
い
う
社
会
の
変
化
を
背
景
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ

り
、
ま
た
、
そ
れ
は
都
市
部
と
町
村
部
で
同
じ
状
況
が
あ

る
の
で
、
地
域
的
な
特
徴
が
出
な
い
の
は
「
想
定
内
」
と

い
う
。

　

な
お
、「
緊
急
時
に
代
わ
り
に
ケ
ア
し
て
く
れ
る
人
」

に
対
す
る
回
答
で
「
自
分
の
子
ど
も
」
が
最
多
と
な
っ
た

結
果
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
補
足
の
説
明
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
一
時
的
に
ケ
ア
を
頼
ま

れ
る
と
い
う
状
態
か
ら
始
ま
り
な
が
ら
も
、
徐
々
に
長
時

間
化
・
常
態
化
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
い
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
と
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　

⑷　

条
例
制
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

　

有
識
者
会
議
の
場
に「
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例（
仮

称
）素
案
」が
道
か
ら
提
示
さ
れ
た
の
は
、第
六
回
会
議（
二

〇
二
一
年
一
二
月
九
日
）で
の
こ
と
で
あ
る
。こ
こ
に
至
っ

て
突
然
提
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
第
五
回
会
議
（
同

一
〇
月
二
六
日
）
の
段
階
で
、
条
例
制
定
に
向
け
た
作
業

へ
の
着
手
に
つ
い
て
、
道
（
事
務
局
）
側
か
ら
委
員
に
告

知
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
そ
の
前
段
、
第
四
回
会
議
と
第

五
回
会
議
の
間
の
時
期
に
開
催
さ
れ
た
令
和
三
年
第
三
回

道
議
会
本
会
議
（
同
九
月
一
七
日
）
の
場
で
、
知
事
自
身

が
条
例
制
定
の
意
思
表
明
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
知
事

に
よ
る
当
該
発
言
を
、
道
議
会
の
会
議
録
よ
り
以
下
に
引

用
す
る
。

　

…
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
関
す
る
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー

自
身
に
自
覚
が
な
い
こ
と
や
、
相
談
事
業
所
や
学
校
な
ど
周
囲
の

理
解
度
が
低
い
こ
と
、
特
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、
約
八
割
が
誰
に
も
相
談
し
た
こ
と
が
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
認
知
度
を
高
め
、
ケ
ア
ラ
ー
を
早

期
に
発
見
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
支
援
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⑵　

ケ
ア
ラ
ー
の
定
義

　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
条
文
を
作
成
す
る
際
に
、
特
に
支

援
対
象
と
な
る
「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
誰
の
こ
と
を
指
す
の
か

前
も
っ
て
示
し
て
お
く
作
業
が
求
め
ら
れ
る
。そ
も
そ
も「
ケ

ア
ラ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
自
体
、
介
護
者
や
介

助
者
な
ど
、
従
前
か
ら
使
い
分
け
ら
れ
な
が
ら
存
在
し
て
き

た
異
な
る
用
語
を
一
括
す
る
意
図
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
ケ

ア
ラ
ー
支
援
制
度
の
趣
旨
か
ら
言
え
ば
、
ケ
ア
ラ
ー
自
身
の

状
態
（
年
齢
な
ど
）、
ケ
ア
対
象
者
の
状
態
（
例
え
ば
、
高

齢
者
か
、
障
害
児
か
）
な
ど
に
よ
っ
て
制
度
の
適
用
範
囲
に

制
限
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
条
例
の
支
援
対
象
を
広
く

捉
え
る
た
め
に
、
用
語
の
定
義
は
重
要
で
あ
る
。

　

北
海
道
条
例
の
場
合
、
ケ
ア
ラ
ー
を
「
高
齢
、
障
が
い
、

疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
援
助
を
必
要
と
す
る
家
族
、

友
人
そ
の
他
の
身
近
な
人
に
対
し
、
無
償
で
介
護
、
看
護
、

日
常
生
活
上
の
世
話
そ
の
他
の
援
助
を
提
供
す
る
者
」、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
「
ケ
ア
ラ
ー
の
う
ち
、
一
八
歳
未
満

の
者
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　

こ
れ
と
関
係
し
て
、
道
作
成
の
資
料（
３
）に
照
ら
す
と
、「
ケ

ア
ラ
ー
を
要
ケ
ア
者
に
対
す
る
介
護
力
で
は
な
く
、
一
人

の
個
人
と
し
て
尊
重
し
支
援
す
べ
き
存
在
」
と
表
現
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
自
体
、
条
例
制

定
の
重
要
な
意
義
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　

⑶　

基
本
理
念

　

条
例
の
基
本
理
念
は
、
第
三
条
第
一
項
に
お
い
て
、「
全

知
事
提
案
で
あ
る
と
い
う
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

と
い
う（
２
）。

２
．「
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
の
概
要
・
特
徴

　

⑴  

構
成

　
「
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
は
、
以
下
の
と
お
り

二
章
・
一
五
条
の
構
成
で
あ
る
。

　

第
一
章
「
総
則
」
で
は
、
目
的
（
第
一
条
）、
用
語
の

定
義
（
第
一
条
）、
基
本
理
念
（
第
三
条
）
を
確
認
し
た

上
で
、
各
主
体
の
責
務
も
し
く
は
役
割
を
定
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
道
の
責
務
（
第
四
条
）、
道
民
の
役
割
（
第

五
条
）、
事
業
者
の
役
割
（
第
六
条
）、
関
係
機
関
の
役
割

（
第
七
条
）、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
関
わ
る
教
育
に
関
す
る

業
務
を
行
う
関
係
機
関
の
役
割
（
第
八
条
）、
支
援
団
体

の
役
割
（
第
九
条
）
で
あ
る
。
市
町
村
は
関
係
機
関
に
含

ま
れ
る
。

　

第
二
章
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
基
本
的
施
策
」
で

は
、
推
進
計
画
（
第
一
〇
条
）、
普
及
啓
発
の
促
進
（
第

一
一
条
）、
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
及
び
相
談
の
場
の
確

保
（
第
一
二
条
）、
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め
の
地
域

づ
く
り
（
第
一
三
条
）、推
進
体
制
の
整
備
（
第
一
四
条
）、

財
政
上
の
措
置
（
第
一
五
条
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　

附
則
で
は
、
第
一
項
で
施
行
日
を
定
め
る
と
と
も
に
、

第
二
項
で
は
、
五
年
ご
と
に
本
条
例
の
施
行
状
況
を
検
討

し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
し
て
い
る
。

て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
と
と
も
に
、

周
囲
か
ら
大
切
に
さ
れ
、
社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
な
く

健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
営
み
、
及
び
将
来
に
わ
た
り
夢

や
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
第
三
条
第
一
項
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
補

足
説
明
が
あ
り
、
前
段
は
他
自
治
体
の
条
例
に
も
広
く
共

通
し
て
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、後
段
の「
将

来
に
わ
た
り
夢
や
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
部
分
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
条
例
に
独
自
に
し
て
、
優
れ
た
表
現
で

あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
苦
し
い
立
場
に
あ

る
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
へ
の

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
に
ま
で
支
援
の
手
が
及
ぶ
こ
と
を

明
示
し
た
表
現
で
あ
り
、
ケ
ア
ラ
ー
当
事
者
、
特
に
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
当
事
者
の
心
情
に
よ
り
深
く
配
慮
す
る
も
の

と
解
す
る
。

　

⑷　

基
本
的
施
策
と
関
連
事
業

　

条
例
制
定
の
前
段
で
、
道
が
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
を
実

施
し
た
こ
と
は
前
節
で
触
れ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
得
ら
れ

た
道
内
の
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
に
関
す
る
知
見
は
、
有
識
者

会
議
で
の
議
論
を
経
て
、
条
例
の
規
定
す
る
「
基
本
的
施

策
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

当
事
者
か
ら
の
相
談
支
援
に
現
場
で
直
接
当
た
る
の
は

基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の
役
割
と
す
る
べ
き
で
あ

り
、
広
域
自
治
体
で
あ
る
都
道
府
県
と
し
て
は
市
町
村
と
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議
で
の
議
論
が
継
続
中
で
あ
り
、
完
成
が
待
た
れ
る
。

　

⑹　

所
管
部
署
と
関
係
す
る
会
議
体

　

道
の
行
政
機
構
に
お
け
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
担
当
部
署

は
、
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
の
条
例
施
行
に
合
わ
せ
て
あ

ら
た
め
て
整
備
さ
れ
、
保
健
福
祉
部
の
高
齢
者
保
健
福
祉

課
（
地
域
支
援
係
）
を
筆
頭
に
、
同
部
の
子
ど
も
子
育
て

支
援
課
、
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
、
地
域
福
祉
課
の
「
関

係
四
課
」
で
所
管
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

く
わ
え
て
、
二
〇
二
一
年
二
月
設
置
の
「
道
教
委
及
び

庁
内
関
係
部
局
が
情
報
共
有
す
る
た
め
の
連
携
会
議
」は
、

同
年
六
月
を
も
っ
て
「
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
連
携

会
議
」
と
い
う
名
称
が
付
け
ら
れ
、
条
例
制
定
後
の
現
在

も
継
続
し
て
い
る
。
連
携
会
議
を
構
成
す
る
課
は
、
右
記

の
「
関
係
四
課
」
に
加
え
、
保
健
福
祉
部
か
ら
総
務
課
お

よ
び
地
域
医
療
推
進
局
地
域
医
療
課
、総
務
部
か
ら
教
育
・

法
人
局
学
事
課
、
環
境
生
活
部
か
ら
く
ら
し
安
全
局
道
民

生
活
課
、
経
済
部
か
ら
労
働
政
策
局
雇
用
労
政
課
、
北
海

道
教
育
庁
か
ら
学
校
教
育
局
生
徒
指
導
・
学
校
安
全
課
お

よ
び
高
校
教
育
課
の
七
課
も
参
加
し
て
い
る
。
幅
広
い
分

野
に
関
わ
る
可
能
性
を
有
す
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
取
り
組

み
に
、
行
政
機
構
の
縦
割
り
を
乗
り
越
え
て
対
応
し
う
る

体
制
を
と
っ
て
い
る
も
の
と
解
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
有
識
者
会
議
は
先

述
の
と
お
り
現
在
も
活
動
を
継
続
し
、
関
係
四
課
の
所
管

の
も
と
、
推
進
計
画
に
関
す
る
議
論
を
進
め
て
い
る
。
会

議
の
際
に
は
、
右
記
の
連
携
会
議
を
構
成
す
る
関
係
一
一

地
域
づ
く
り
」の
三
点
で
あ
る
。こ
れ
ら
が
道
の
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
基
本
的
施
策
と
し
て
条
例
第
一
一
条
～
第
一
三
条

に
条
文
化
さ
れ
て
い
る
。

　

条
例
制
施
行
初
年
度
で
あ
る
二
〇
二
二
年
度
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
基
本
的
施
策
に
沿
う
関
連
事
業
が
実

施
さ
れ
始
め
て
い
る
。
同
年
度
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
関

連
事
業
は
付
表
４
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

⑸　

推
進
計
画

　

す
で
に
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
を
制
定
し
た
各
自
治
体
の

状
況
を
見
渡
す
限
り
、
同
条
例
を
制
定
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
条
例
が
当
該
自
治
体
に
推
進
計
画
（
も
し
く
は
事
業

計
画
）
の
策
定
を
求
め
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
。
現
状
で
は
、
条
文
に
計
画
策
定
に
関
す

る
規
定
が
無
い
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
基
本
方
針
の
策
定
に

と
ど
ま
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、北
海
道
条
例
（
第
一
〇
条
）

は
道
知
事
に
対
し
、「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
」（
以
下
、

推
進
計
画
）
の
策
定
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
推
進
計
画
で

は
、
①
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
、②
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
具
体
的
施
策
、

③
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
推

進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
、
の
三
項
目
に
つ
い
て
定
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

推
進
計
画
は
、
二
〇
二
二
年
度
内
の
完
成
に
向
け
て
、

本
項
脱
稿
時
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
）
現
在
、
有
識
者
会

は
異
な
る
立
場
か
ら
自
ら
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
見
定
め

る
必
要
が
あ
る
。

　

道
が
実
態
調
査
の
結
果
を
検
討
し
た
上
で
自
ら
の
役
割

と
認
識
し
た
の
は
、「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
道
内
の

全
体
的
な
方
向
性
を
出
す
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

基
本
的
施
策
に
据
え
た
の
は
、
①
「
普
及
啓
発
に
よ
る
道

民
理
解
の
促
進
」、
②
「
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
及
び
相

談
の
場
の
確
保
」、
③
「
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め
の

＜付表４＞　北海道ケアラー支援条例関連事業（2022年度）
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⑵　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業
の
実
施
体
制

　

ケ
ア
ラ
ー
問
題
の
重
点
課
題
へ
の
位
置
づ
け
に
合
わ

せ
、
道
社
協
で
は
二
〇
二
二
年
度
よ
り
、
事
務
局
機
構
に

所
管
の
部
署
を
新
設
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
地
域
共

生
社
会
推
進
部
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
ほ

か
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
関
す
る
事
務
・
事
業
も
所

管
し
て
い
る
。
同
部
の
職
員
と
し
て
は
、
部
長
以
下
、
主

査
二
名
、専
門
員（
嘱
託
職
員
）一
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
地
域
共
生
社
会
推
進
部
の
所
管
の
も
と
、

二
〇
二
二
年
六
月
一
日
に
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
道
内
へ
の
情
報
発
信
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、
後
述
の
道
か
ら
の
委
託
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
が
、「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
組
織
で
あ
る
。
道
内
の

自
治
体
、
相
談
機
関
、
福
祉
団
体
、
労
働
組
合
の
関
係
者

や
研
究
者
ら
が
集
ま
り
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
運
営
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　

⑶　

道
か
ら
の
委
託
事
業
（
二
〇
二
二
年
度
）

　

先
述
の
と
お
り
、
道
は
二
〇
二
二
年
度
、
ケ
ア
ラ
ー
支

援
条
例
の
も
と
、
①
「
普
及
啓
発
に
よ
る
道
民
理
解
の
促

進
」、
②
「
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
及
び
相
談
の
場
の
確

保
」、
③
「
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
」

の
三
点
を
「
基
本
的
施
策
」
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
関
連

課
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
職
員
が
出
席
し
、事
務
局
を
構
成
す
る
。

３
．
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み

　

⑴　

ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
対
す
る
認
識

　

社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
道

社
協
）
は
、
後
述
す
る
と
お
り
、
道
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条

例
の
も
と
、
関
連
事
業
の
一
部
を
受
託
し
て
い
る
。
道
事

業
の
受
託
を
契
機
に
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
初
め
て
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
問
題
へ
の
認
識
は
以
前
か

ら
持
た
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

道
社
協
が
ケ
ア
ラ
ー
問
題
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

契
機
は
、主
に
以
下
の
二
点
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
つ
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
関
わ
る
な
か
で（
４
）、
困
窮
の

一
因
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
介
護
離
職
」
に
よ
る
家
庭
崩

壊
な
ど
の
問
題
が
あ
る
と
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
介
護

離
職
は
、
介
護
心
中
や
介
護
殺
人
な
ど
と
と
も
に
、
日
本

社
会
で
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必
要
性
を
広
め
た
社
会
問
題
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
家
族
介
護
の
負
担
の
増
大
、
子
ど

も
の
居
場
所
の
喪
失
と
い
う
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か

で
、近
年
、「
介
護
者
の
集
い
」
や
「
子
ど
も
食
堂
」
と
い
っ

た
取
り
組
み
が
各
地
で
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
道
社
協
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー

問
題
を
地
域
福
祉
の
重
点
課
題
と
し
て
積
極
的
に
捉
え
る

必
要
性
を
認
識
し
、
二
〇
二
二
年
度
よ
り
重
点
事
業
に
位

置
づ
け
て
い
る
。

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
わ
っ
て
道
社
協
で
は
、
道
か
ら
以
下
の
二
つ

の
関
連
事
業
を
受
託
し
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
セ
ン
タ
ー

が
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

ア　

研
修
事
業

　

研
修
事
業
は
、
道
の
基
本
的
施
策
の
う
ち
「
普
及
啓
発

に
よ
る
道
民
理
解
の
促
進
」
と
「
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見

及
び
相
談
の
場
の
確
保
」
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

研
修
の
対
象
は
行
政
や
相
談
支
援
機
関
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
、
自
立
相
談
支

援
機
関
、
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
）
の
専
門
職

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ア
ラ
ー
か
ら
の
相
談
支
援
に
現

場
で
対
応
す
る
人
々
を
対
象
に
、
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
一

定
の
共
通
理
解
を
持
つ
こ
と
、
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
お
け
る
一
定
の
考
え
方
や
視
点
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
を
目
的
に
研
修
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

講
師
は
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
の
委
員
な
ど
が
務

め
、
開
催
は
、
一
四
振
興
局
単
位
に
、
高
齢
者
支
援
職
員

向
け
、
障
害
者
支
援
職
員
向
け
、
地
域
福
祉
関
係
職
員
向

け
の
三
つ
に
分
け
て
開
催
す
る
と
い
う
。
研
修
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ケ

ア
ラ
ー
連
盟
の
協
力
を
得
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
各
市
町
村
に
お
け
る
相
談
支
援

体
制
の
充
実
・
強
化
、
早
期
発
見
の
可
能
性
の
向
上
、
他

の
施
策
と
の
連
携
の
強
化
な
ど
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
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４
．
ま
と
め
に
代
え
て

－

今
後
の
課
題
と
求
め
ら
れ

　

る
視
点

　

以
上
で
見
て
き
た
と
お
り
、
北
海
道
で
は
ケ
ア
ラ
ー
支

援
条
例
を
施
行
し
た
初
年
度
（
二
〇
二
二
年
度
）
か
ら
、

直
ち
に
道
社
協
と
も
連
携
し
て
実
施
体
制
を
整
え
、
い
く

つ
か
の
関
連
事
業
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。
推
進
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
も
条
例
に
よ
っ
て
自
ら
に
課
し
て
い
る

が
、
そ
の
完
成
に
は
ま
だ
し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
現
状

に
あ
る
。

　

全
道
的
に
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
取
り
組
み
が
広
が
る
に

は
、
問
題
に
対
す
る
一
定
の
理
解
が
市
町
村
レ
ベ
ル
で
も

道
民
レ
ベ
ル
で
も
共
有
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
意
味

で
、
広
域
自
治
体
と
し
て
の
道
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
他
府
県
の
自
治
体
や
道
内
の
市
町
村
レ
ベ
ル

で
の
個
々
の
動
き
を
拾
い
上
げ
、
全
道
に
情
報
を
共
有
し

て
い
く
こ
と
も
道
の
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
今
後
の
道
の
取
り
組
み
、
事
業
の
内
実
化
の
行

方
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ケ
ア
ラ
ー
問
題
は
、
こ
の
一
～
二
年
の
間
に
に
わ
か
に

国
政
の
課
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
長
く
こ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
き
た
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
の
関
係
者
な
ど
に
し
て

み
れ
ば
、
現
状
に
対
す
る
不
可
解
さ
が
あ
る
半
面
、「
嬉

し
い
誤
算
」
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、国
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
打
ち
出
し
方
が
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
へ
の
対
応
に
偏
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
に
懸
念
が
あ
る
と
い
う
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題

　

イ　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
は
、道
の
基
本
的
施
策
の
う
ち「
ケ

ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
」
を
具
体
化
す

る
も
の
で
あ
る
。
各
市
町
村
に
お
け
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
希
望
す
る
市
町
村
等
に
、
道
社
協
・

ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
す
る
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
具
体
的
役
割
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
①
「
市
町
村
に
お
け
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
の

構
築
に
向
け
た
会
議
等
へ
の
参
加
、助
言
」、②
「
市
町
村
、

関
係
機
関
及
び
支
援
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・
連

携
強
化
に
向
け
た
研
修
等
の
開
催
」、
③
「
地
域
住
民
や

事
業
者
等
を
対
象
と
し
た
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
た
め
の
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
講
演
」、
④
「
そ
の
他
、
市
町
村
に
お

け
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
の
構
築
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
」
の
四
項
目
。
最
近
の
特
徴
的
な
動
向
と
し
て
は
、

い
く
つ
か
の
市
町
村
か
ら
、
実
態
調
査
へ
の
協
力
依
頼
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
本
事
業
の
一
環
と
し
て
、
各
市
町
村
に
お

け
る
「
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
配
置
が
企
図
さ
れ
て
い

る
。
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、
各
地

域
で
中
心
に
な
っ
て
、
あ
る
べ
き
支
援
体
制
の
構
築
に
向

け
た
議
論
や
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
道
社
協
と
し

て
現
在
、
専
門
職
を
対
象
に
人
材
の
募
集
・
養
成
を
進
め

て
い
る
。
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
登
録
・
委
嘱
さ
れ

た
各
地
の
専
門
職
に
対
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
が
支
援
を
行

い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
活
動
の
連
携
を
行
う
と

い
う
。

は
、
未
成
年
者
が
人
間
関
係
の
構
築
や
学
習
な
ど
に
充
て

る
時
間
を
奪
い
、
そ
の
後
の
人
生
の
選
択
肢
を
狭
め
る
と

い
う
部
分
で
極
め
て
重
大
な
問
題
性
を
有
す
る
と
考
え
る

が
、
年
齢
制
限
が
付
き
ま
と
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
け
を

過
度
に
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
す
る
と
、
年
齢
を
問
わ
ず
に
ケ

ア
ラ
ー
全
般
へ
の
支
援
の
あ
り
方
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

前
提
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
可
能
性
も
あ
る
。こ
れ
は「
子

ど
も
の
貧
困
問
題
」
へ
の
対
応
と
も
共
通
す
る
構
図
で
あ

り
、
施
策
の
進
め
方
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。

　

く
わ
え
て
、
ケ
ア
ラ
ー
問
題
を
道
社
協
が
認
識
し
た
際

の
プ
ロ
セ
ス
に
示
唆
を
得
る
な
ら
ば
、
家
族
ケ
ア
の
負
担

は
結
果
と
し
て
当
事
者
・
家
庭
を
貧
困
状
態
に
陥
ら
せ
る

一
因
に
な
り
う
る
と
い
う
問
題
意
識
の
重
要
性
を
指
摘
で

き
る
。
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
実
践
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的

排
除
／
包
摂
の
視
点
に
立
っ
て
、
苦
し
い
現
状
を
支
え
つ

つ
、
そ
こ
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
問

題
の
改
善
や
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
必
要
も
あ
ろ
う
。

　

国
が
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
掲
げ
る
現
在
、
誰

も
が
困
っ
た
と
き
に
は
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
必
要

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
体
制
の
整
備
が
自

治
体
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
手
不
足
と
財
政
の
制
約

が
あ
る
な
か
、支
援
の
現
場
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
が
、

地
域
共
生
社
会
の
な
か
で
、
悩
み
や
困
り
ご
と
を
抱
え
た

ケ
ア
ラ
ー
が
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
必
要
な
支
援
を

受
け
ら
れ
る
体
制
が
全
て
の
地
域
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
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【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

岩
田
正
美
『
社
会
的
排
除 

参
加
の
欠
如
・
不
確
か
な
帰
属
』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月

・　

中
村
健
治
「
ケ
ア
ラ
ー
が
安
心
し
て
住
め
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
」（
勉
強
会
Ｐ
Ｐ
Ｔ
資
料
）
二
〇
二
二
年
七
月

・　

正
木
浩
司
「
栗
山
町
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定
と
そ
の

意
義
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六
三
〇
号
所
収
一
五
～
二

六
頁
）
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
二

一
年
七
月

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

・　

一
般
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究
機
構＞

法
制
執
務
支
援

　
　
　http://w

w
w.rilg.or.jp/htdocs/005.htm

l

・　

一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟

　
　
　

https://carersjapan.com
/

・　

栗
山
町＞

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
最
新
情
報

　
　
　

https://w
w

w.tow
n.kuriyam

a.hokkaido.jp/

　
　
　soshiki/43/15220.htm

l

・　

厚
生
労
働
省＞

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

　
　
　

https://w
w

w.m
hlw.go.jp/stf/young-carer.htm

l

・　

社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

http://w
w

w.dosyakyo.or.jp/

・　

北
海
道＞

ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
道
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
　
　

https://w
w

w.pref.hokkaido.lg.jp/hf/khf/keara_shien.

　
　
　htm

l

【
謝
辞
】

　

本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
対
応
も
含
め
、

一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
理
事
、
社
会
福
祉
法
人
北
海

道
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
共
生
社
会
推
進
部
長
兼
ケ
ア
ラ
ー
支

援
推
進
セ
ン
タ
ー
長
の
中
村
健
治
氏
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ

た
。
お
名
前
を
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。

【
注
】

（
１
）　

中
村
（
二
〇
二
二
）
一
七
～
二
〇
頁
。

（
２
）　

一
般
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲

載
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
の
ペ
ー
ジ
以
下
の
記
述
を
参

照
し
た
。「
埼
玉
県
、
茨
城
県
、
那
須
町
及
び
長
崎
県
の

条
例
は
議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ
、
栗
山
町
、
名
張
市
、

総
社
市
、
浦
河
町
、
備
前
市
、
北
海
道
、
入
間
市
、
さ
い

た
ま
市
及
び
白
河
市
の
条
例
は
首
長
提
案
に
よ
り
制
定
さ

れ
て
い
る
。」

（
３
）　

第
八
回
有
識
者
会
議
（
二
〇
二
二
年
三
月
二
九
日
）
で

の
道
か
ら
の
提
出
資
料
「
条
例
制
定
の
意
義
と
効
果
」
を

指
す
。

（
４
）　

例
え
ば
、
道
社
協
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
施
行
の

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」（
平
成
二
五
年
一
二
月
一
三

日
法
律
第
一
〇
五
号
）
の
も
と
、二
〇
一
五
～
一
七
年
度
、

道
（
渡
島
総
合
振
興
局
、
上
川
総
合
振
興
局
）
か
ら
自
立

相
談
支
援
事
業
と
一
時
生
活
支
援
事
業
の
委
託
を
受
け
て

い
た
こ
と
も
あ
る
。

・　

北
海
道＞

知
事
道
政
執
行
方
針

　
　
　

https://w
w

w.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ssa/ssk/

　
　
　shikkouhoushintop.htm

l

・　

北
海
道
議
会＞

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

　
　
　

http://pref-hokkaido.gijiroku.com
/voices/index.asp

※　

最
終
閲
覧
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
二
年
一
一
月
四
日
。

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞



31 北海道自治研究 ２０２２年11月（Ｎo.646）

第
１
章
　
総
則

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
（
以
下
「
ケ
ア

ラ
ー
支
援
」
と
い
う
。）
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び

に
道
の
責
務
並
び
に
道
民
、
事
業
者
、
関
係
機
関
及
び
支
援
団

体
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
道
の
施
策
の
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
全
て
の
ケ
ア

ラ
ー
と
そ
の
家
族
等
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
健
康
で
心
豊
か
な

生
活
を
営
み
、
将
来
に
わ
た
り
夢
や
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
定
義
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の

意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

ケ
ア
ラ
ー　

高
齢
、
障
が
い
、
疾
病
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
援
助
を
必
要
と
す
る
家
族
、
友
人
そ
の
他
の
身

近
な
人
に
対
し
、
無
償
で
介
護
、
看
護
、
日
常
生
活
上

の
世
話
そ
の
他
の
援
助
を
提
供
す
る
者
を
い
う
。

二　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー　

ケ
ア
ラ
ー
の
う
ち
、
18
歳
未
満

の
者
を
い
う
。

三　

関
係
機
関　

介
護
、
障
が
い
者
及
び
障
が
い
児
の
支

援
、
医
療
、
教
育
、
児
童
の
福
祉
等
に
関
す
る
業
務
を

通
じ
て
日
常
的
に
ケ
ア
ラ
ー
に
関
わ
り
、
又
は
関
わ
る

可
能
性
が
あ
る
機
関
を
い
う
。

四　

支
援
団
体　

地
域
で
組
織
さ
れ
た
団
体
そ
の
他
の
団

体
で
あ
っ
て
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
行
う
も
の
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
３
条　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
と
と
も
に
、
周
囲
か
ら
大
切
に
さ
れ
、
社
会
か

ら
孤
立
す
る
こ
と
な
く
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
営
み
、
及
び

将
来
に
わ
た
り
夢
や
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
年
齢
、
置
か
れ
て
い

る
状
況
等
に
応
じ
て
適
切
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

３　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、
道
、
市
町
村
、
道
民
、
事
業
者
、

関
係
機
関
及
び
支
援
団
体
が
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ケ

ア
ラ
ー
を
地
域
社
会
全
体
で
支
え
る
よ
う
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

４　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、
ケ
ア
ラ
ー
に
よ
る
介
護
、
看
護
、

日
常
生
活
上
の
世
話
そ
の
他
の
援
助
を
受
け
て
い
る
者
及
び
当

該
ケ
ア
ラ
ー
の
家
族
（
第
13
条
に
お
い
て
「
ケ
ア
ラ
ー
に
よ
る

援
助
を
受
け
て
い
る
者
等 
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
支
援
と
一

体
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
適
切
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

権
利
及
び
利
益
が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
、
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
成
さ
れ
、
並
び
に
適
切
な
教
育
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
道
の
責
務
）

第
４
条　

道
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理

念
」
と
い
う
。）
に
の
っ
と
り
、
本
道
の
特
性
及
び
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

　

２　

道
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
推
進
す
る
上
で
市
町
村
が
果

た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
市
町
村
が
そ
の
地
域
の
特
性
及

び
実
情
に
応
じ
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
合
致
し
た
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
に
対
し
て
助
言
そ
の
他
の

必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　

３　

道
は
、
第
１
項
の
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
町

村
、
道
民
、
事
業
者
、
関
係
機
関
及
び
支
援
団
体
と
相
互
に
連

携
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
道
民
の
役
割
）

第
５
条　

道
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
ケ
ア
ラ
ー
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
及
び
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
ケ
ア
ラ
ー
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

２　

道
民
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
道
及
び
市
町
村
の

施
策
並
び
に
事
業
者
、
関
係
機
関
及
び
支
援
団
体
の
活
動
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
役
割
）

第
６
条　

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
ケ
ア
ラ
ー
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
及
び
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
道
及
び
市
町
村
の

施
策
並
び
に
他
の
事
業
者
、
関
係
機
関
及
び
支
援
団
体
の
活
動

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

２　

事
業
者
は
、
従
業
員
が
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
従
業
員
に

対
し
て
は
、
当
該
従
業
員
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
勤
務

の
体
制
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
配
慮
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関

す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

＜

資
料＞北

海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例

　

令
和
４
年
北
海
道
条
例
第
２
号
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と
と
も
に
、
市
町
村
及
び
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、

ケ
ア
ラ
ー
が
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　

２　

道
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
に
関
し
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
が
自
ら
の
意
見
を
表
明
す
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
、
か
つ
、
そ
の
意
見
が
適
切
に
支
援
に
反
映
さ
れ
る
環

境
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
）

第
13
条　

道
は
、公
的
な
介
護
、福
祉
又
は
医
療
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
ケ
ア
ラ
ー
に
よ
る
援
助
を
受
け
て
い
る
者
等
に
よ
っ
て

効
果
的
に
利
用
さ
れ
、
ケ
ア
ラ
ー
が
必
要
な
支
援
を
受
け
て
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
、
ケ
ア
ラ
ー
と

地
域
住
民
等
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
推
進
体
制
の
整
備
）

第
14
条　

道
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
も
の

と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
15
条　

道
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る

た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

附　

則

　

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

２　

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
５
年

を
経
過
す
る
ご
と
に
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、

こ
の
条
例
の
施
行
の
状
況
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

※　

道
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
引
用
。

（
関
係
機
関
の
役
割
）

第
７
条　

関
係
機
関
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
ケ
ア
ラ
ー

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
及
び
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
道
及
び
市
町
村

の
施
策
並
び
に
事
業
者
、
他
の
関
係
機
関
及
び
支
援
団
体
の
活

動
に
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

２　

関
係
機
関
は
、
そ
の
業
務
を
通
じ
て
日
常
的
に
ケ
ア

ラ
ー
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

ケ
ア
ラ
ー
に
関
わ
る
と
き
は
、
当
該
ケ
ア
ラ
ー
の
意
向
を
踏
ま

え
つ
つ
、
そ
の
業
務
に
お
い
て
当
該
ケ
ア
ラ
ー
の
健
康
状
態
、

生
活
環
境
等
に
つ
い
て
確
認
し
、
支
援
の
必
要
性
を
把
握
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

３　

関
係
機
関
は
、支
援
を
必
要
と
す
る
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
、

情
報
の
提
供
、
他
の
関
係
機
関
へ
の
取
次
ぎ
そ
の
他
の
必
要
な

支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
関
わ
る
教
育
に
関
す
る
業
務
を
行
う
関

係
機
関
の
役
割
）

第
８
条　

教
育
に
関
す
る
業
務
を
行
う
関
係
機
関
で
あ
っ
て
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
関
わ
る
も
の
は
、
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の

ほ
か
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
業
務

に
お
い
て
当
該
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
教
育
の
機
会
の
確

保
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
、
支
援
の
必
要
性
を
把
握
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

２　

教
育
に
関
す
る
業
務
を
行
う
関
係
機
関
で
あ
っ
て
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
関
わ
る
も
の
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ

か
、
支
援
を
必
要
と
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
か
ら
の
教
育
及
び

福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
支
援
団
体
の
役
割
）

第
９
条　

支
援
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
適
切
か
つ

効
果
的
に
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援

に
関
す
る
道
及
び
市
町
村
の
施
策
並
び
に
事
業
者
、
関
係
機
関

及
び
他
の
支
援
団
体
の
活
動
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

第
２
章
　
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
基
本
的
施
策

（
推
進
計
画
）

第
10
条　

知
事
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
推
進
計
画
」
と
い
う
。）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２　

推
進
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
と
す
る
。

一　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方

二　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
具
体
的
施
策

三　

前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

　

３　

知
事
は
、
推
進
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
道
民
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

４　

知
事
は
、
推
進
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

前
２
項
の
規
定
は
、
推
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
普
及
啓
発
の
促
進
）

第
11
条　

道
は
、
ケ
ア
ラ
ー
が
自
ら
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
道
民
、
事
業
者
、
関
係
機
関
及
び
支
援

団
体
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
及
び
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
及
び
相
談
の
場
の
確
保
等
）

第
12
条　

道
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
に
向
け
て
、
学
校
、

職
場
、
地
域
そ
の
他
の
様
々
な
場
に
お
け
る
気
づ
き
、
市
町
村
、

関
係
機
関
及
び
支
援
団
体
の
間
の
情
報
の
共
有
並
び
に
必
要
と

な
る
人
材
の
育
成
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る


